
（別紙３）

～ R7年　２月　

（対象者数） 22名 （回答者数） 19名

～ R7年　２月　

（対象者数） 10名 （回答者数） 9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもたちの様子に合わせてその都度支援内容や環境を整え
ていく。

2

安心安全に過ごせるように職員の配置人数については継続し
ていけるように努める。

3

課題発生時以外でも定期的に通学校や併用事業所との情報交
換を行っていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

管轄の子ども部会などに方法などを助言してもらい、取り組
んでいきたい。

支援室が3部屋と室外のスペースがある。活動内容や取り組み
時の子ども同士の相性等を考慮して安心して活動できる環境が
整えられている。

支援内容をそれぞれの部屋ごとに設定している。学習室では子
ども同士の相性や個別配慮を考慮した支援に取組んでいる。

○事業所名 放課後等デイサービス キラキラ本郷町

○保護者評価実施期間 R7年　1月　

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 R7年　１月　

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　３月　20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

地域の交流や障がいのない子どもと活動する機会がない。 地域との交流はどのようなものができるのか、どのように進め
ていくのか方法がわからない.

学校休校日や⾧期休みには事業所外の活動を設定している。
様々な体験を通して社会性や自立性を身に付けられるよう支援
している。

職員の配置人数を2:1(子ども:職員)になるようにしており、事
業所内外どちらの活動でも安全に支援できるように設定してい
る。

通学校や子どもが併用利用している事業所との連携がとれてい
る。

面談以外の送迎時にご家族の声を聞き、必要な時には児童発達
支援管理責任者が中心となって学校等と積極的に情報交換など
を行い支援やご家族への助言を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所における自己評価総括表公表


